























た O その結果，実態調査時に漢字の書き取りテストで誤答となった漢字 70字 (160字
中)については， 14回の指導で全て書くことができるようになった。さらに，指導
終了 1週間後に実態調査時に漢字の書き取りテストで誤答となった漢字 70字につい








困難を抱える児童がいる D 文部科学省 (2003)の「通常学級に在籍する特別な教育的
支援を必要とする児童生徒に関する実態調査」の結果では，通常学級で特別な配慮を
要する児童生徒が 6.3%，そのうち学習面に著しい困難を示す児童は 4.5%いると推計
された。領域別の集計では読む」または「書く j に著しい困難を示す者は，約 2.5%
と報告された。「読む」または「書く」といったアカデミックスキルに何らかの困難











ている O 石井ら (2003) は，漢字の書字の分析により，誤答となった漢字には 2つの
タイプがあることを指摘している o 1つは宇として成立するもの(以下、「誤答・字J) ， 





























表 1には，生活年齢が 8歳 10か月時に実施した K-ABC検査の結果を示した。継次
処理 86士 9，同時処理 84:t 8で同時処理と継次処理の聞には有意な差は見られなか





継次処理 評価点 同時処理 評価点 習得度 標準得点 総合尺度 標準得点
手の動作 6 絵の統合 8 算数 70 :t 8 継次処理 86 :t 9 
数唱 10 模様の構成 5 なぞなぞ 80 :t 11 同時処理 84 :t 8 
語の配列 7 視覚類推 8 ことばの読み 118士 7 認知処理過程 83 :t 7 
位置探し 9 文の理解 104 :t 8 習得度 91 :t 5 
② 漢字の書き取りテストの結果
小学校 2年生で学習する漢字(全 160字)について漢字の書き取りテストを行い，
実態調査を行った O その結果を表 2に示した。「正答」が 160宇中 90字(正答率 56
%)， I誤答Jが 160字中 70字(誤答率 44%)であった口
また，誤答を石井ら (2003)の漢字の誤書字の分類ならびに青木ら(2008) の書字
エラーの分類を使い，対象児の誤答分析を行った O その結果を表 3に示した O 対象児
の書字の誤答の特徴は，誤答・非字にあたる「空欄」の 41字が最も多いことから、
漢字の読みを見ても漢字の形態を想起することが難しい状態にあることが考えられ
たD 次に多いのが，誤答・非字にあたる「その他」の 13字であった o その他J に分
類された対象児が書いた漢字の特徴としては，偏や穿のどちらかだけを書いている状
況が見られた O このことから，漢字を構成する一部だけを記憶している状態にあるこ





各学年の漢字 正答字数(字) 正答率(%) 誤答字数(字) 誤答率(%)
2年生の漢字 (160字) 90 56 70 44 
表3 誤答の分類
分 類 r疋よ令 義 書き取り検査の結果
2年生の漢字(字) 出現率(%)
誤 音韻エラー 正答の漢字と類似した音韻をもっ場合 。 。
然ト」 形態エラー 正答の漢字と類似した形態をもっ場合 2 3 
意味エラー 正答の漢字と類似した意味をもっ場合 l 1 
十rムヲ その他エラー 音韻，形態，意味エラーに分類できない字を含む場合 。 。
誤 汗ヲ 空欄 何も書かれていない 41 59 
タE交1 態 形象 各構成要素はあいまいだが 全体の形が捉えられているもの 2 3 
ここ 配置 構成要素の配置が誤っているもの 1 I 
非 ブ 要素 構成要素自体に誤りがあるもの 。 。
十rム， 過不足 余分な書き足しゃ書き抜かしがあるもの 8 11 
微細 構成要素は王しいが，接合部など細部に誤りがあるもの 3 4 












さらに，プロフィール分析を行い対象児の得意な能力を把握した O 表 4には対象児
のプロフィール分析表による仮説候補リストを示した。プロフィール分析より，強い

































き取りテストで誤答になった 2年生の漢字 70字を正しく書くことができるとした O
この目標を達成させるために 3つの指導項目 (A，B，C) を設定した O 指導項目 A
では，誤答・字の「形態エラーJI意味エラー」に分類される漢字について指導段階 A1
とA2を設定した。指導項目 Bでは，誤答・非字の「過不足JI微細JI形象JI配置」
に分類される漢字について指導段階 B1から B4を設定した O 指導項目 Cでは，誤答













指導期間 |平成 23年 1月から平成 23年 3月まで
指導回数 11週間に 2回の漢字指導(合計 14回)























指導項目 A では，誤答・字の「形態エラー」に分類される 2字と「意味エラー」




指導段階 A2では，誤答・字の「形態エラーj と「意味エラー」に分類された計 3




指導項目 B では，誤答・非字の「過不足」に分類される 8字微細」に分類され




図1 漢字選択問題 図2 過不足を補う指導 図3 映像へのなぞり書き
指導段階 B1では，図 2に示すプロジェクターで投影された漢字の映像に，番号を
振り横棒が何本あるのかを理解させ，漢字の細部に注目を払うことができるように配













れる 3字形象j に分類される 2字配置」に分類される 1字の計 14字の書きの
練習を行った O そして，次の指導日に評価を行った O その結果 3回の指導で誤答・
非字の「過不足J1微細J1形象J1配置」に分類される計 14字を書くことができた D
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図4 漢字の覚え方の記録 図5 指でなぞり書き 図6 チヨークでなぞり書き
3 誤答・非字の「空欄Jrその他Jに分類される漢字
指導項目 Cでは，誤答・非字の「空欄」に分類される 41字その他」に分類さ












れる 13字の計 54字の書きの練習を行った O そして，次の指導日に評価を行った O そ




学習する漢字 70字を全て書くことができるようになった O これらの漢字について指
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